
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
ま
で
九
十
五
日
に
迫
っ
た
二
月
二
十
五
日
（月
）、

横
浜
市
技
能
文
化
会
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
ハ
マ
ふ
れ
ん
ど
事
業
主
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
技
連
協
と
し
て
も
、
参
加
者
総
数

一
三
〇
人
の
う
ち
、
七
十

一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
の
高
秀
市
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
財
団
法
人
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
名
誉
会
長
で
財
団
法
人
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
日
本
組

織
委
員
会
副
会
長
で
あ
る
長
沼

健
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「勝
利
へ
の
プ
ラ
ス
思
考

・

強
い
組
織

（チ
ー
ム
）
を
作
る
条
件
」
と
題
し
て
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
草

創
期
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
次
の
よ
う
な
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

今
回
、
横
浜
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
決
勝
戦
の
地
と
な
る

こ
と
は
、
世
界
に
、
「横
浜
の
街
を
歩
い
た
ら
、
市
民
の
笑
顔
に
出
会
え
る
よ
」
と

い
う
発
信
が
で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

さ
て
、
ア
ジ
ア
の
こ
の
エ
リ
ア
で
必
ず
対
戦
相
手
と
な
る
韓
国
に
勝
つ
た
め
に
、

日
本
に
も
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
第

一
戦
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
戦
の
試
合
を
控
え
て
キ
ャ
プ

テ
ン
で
あ
る
人
重
樫
が
靭
帯
を
切
っ
て
し
ま
い
、
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り

ま
し
た
。
さ
あ
、
困
っ
た
。
前
日
、
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
の
洗
濯
を
し
て
い
る
選
手
た

ち
の
と
こ
ろ
に
彼
が
や
っ
て
き
て
、
「休
め
。
あ
し
た
は
死
ぬ
ほ
ど
走
ら
さ
れ
る
か

ら
。」
と
告
げ
ま
し
た
。
そ
の
晩
、

選
手
た
ち
は
、
天
丼
を
見
な
が
ら
、

「よ
し
、
明
日
は
八
重
さ
ん
の
分
ま

で
俺
は
や
る
。
」
と
心
に
誓
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
実
際
あ
れ
ほ
ど
走
り

ぬ
い
た
試
合
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
が
重
傷
を
負
っ
た
と
き
、

自
分
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
の
中
で
み
ん
な
は
そ

れ
が
わ
か
つ
た
の
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
中
で
前
へ
進
ん
で
い
か
れ
れ
ば
、

た
と
え
そ
の
と
き
は
負
け
た
と
し
て

も
将
来
の
勝
利
に
つ
な
が
り
ま
す
。

混
成
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
、

プ
ラ
ス
に
考
え
る
こ
と
は
六
〇
年
代

に
日
本
に
来
て
く
れ
た
ド
イ
ツ
人
の

（
ク

ラ

マ
ー

さ

ん
が

教

え

て
く

れ
ま

し
た

。

子

ど
も

の
身

に
な

っ
て
教
え

て
あ

げ

る
。

相

手

が
憎

い
と

思

う

前

に
、

自

分

た

ち

の
チ

ー

ム

の
そ

れ
を

排
除

し

よ
う

。

負

け

た
後

の
ミ

ー

テ

ィ

ン
グ

で
は
選

手

た

ち

が

心

を

ふ
さ

い
で

い
る

の
で
、

メ

ッ
セ

ー

ジ

は

あ

つ
さ

り

と

。

そ

の
代

わ

り

試

合

の
前

に

は
各

持

ち

場

ご
と

の
注

意

の
ほ

か

に
、
「
世

界

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

の
サ

ン
ト

ス
を

ド

リ

ブ

ル

で
抜

い
て

み

よ
う

。
」

と

か

「
学
生

だ

け

ど

君

の
右

四
十

五
度

の
シ

ュ
ー
ト

は

ア

マ
チ

ュ
ア
じ

ゃ
な

い
よ
。

だ

け

ど

そ

の
他

の
角

度

は

ハ
イ

ス
ク
ー

ル
ボ

ー
イ

に
劣

る
よ
。

練

習
し
な
さ

い
。
」

と

か
、

選
手

の
個

性

を

見

抜

い
た

上

で

の
説

得

力

の
あ

る

は

っ
ぱ

の
か
け
方

、

モ
チ

ベ
ー

シ

ョ
ン

の
上

げ

方

を

心

得

て

い
ま

し

た

。

日
本

の
剣

道

の

「
残

心

」

を

引

き

合

い

に
出

し

て
、

ボ

ー

ル
は

跳

ね

返

る
と

ど

こ

へ
来

る

か

、

相

手

は
最
後

の
力

を

そ

こ

に
突

き

つ
け

て
く

る
か
も

し

れ
な

い
。

心

を

残

し

て
最

後

ま

で
戦

い
抜

く
精

神

を

、

選
手

に
、

子

ど

も

に
、

ど
う

や

っ
て
わ

か

っ
て
も

ら
う

の
か

が
指

導

者

の
仕

事

で

す

。

チ

ー

ム

に
お

い
て
も

、
家

族

の
中

で
も

。

平
成
十
四
年
二
月
二
十
五
日
（月
）
研
修
会
終
了

後
、
会
場
を
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
に
移
し
て
、
午

後
四
時
三
十
分
か
ら
平
成
十
四
年
新
春
交
流
会
を
開

催
し
、
百
名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
川
上
三
賓
会
長
か
ら
は

「昨
年

の
技
能
ま
つ
り
等
の
活
動
に
対
す
る
お
礼
と
、
今
日

の
技
能
職
者
を
取
巻
く
、
大
変
厳
し
い
環
境
の
中
で

自
ら
の
技
能

・
技
術
を
信
頼
し
、
自
信
を
も
っ
て
立

ち
向
か
っ
て

行
く
こ
と
が

一
番
必
要
な

時
で
は
な
い

か
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
お
招
き
し
た
高
秀
秀
信
市

長
か
ら
は

「日
頃
の
技
連
協
の
活
動
に
対
す

る
激
励
と
市
政
に
対
す
る
協
力
へ
の
感
謝
」

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
つ
て
カ
ラ
オ
ケ
を
行
い
、
大
い
に
交

流
会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鋼3日 ハマふれんど事彙圭セミナー

横 驀 †

労暉動協  』
発 行 横 浜市技能職団体連絡協議会   発 行責任者 会  長  川  上  三  賓
事務局 横 浜市技能文化会館内 〒 231-8575横浜市中区万代町2-4-7
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第 16 号

平成 14年 3月 20日

講演する長沼 健 氏

挨拶する川上会長

親しく懇談される高秀市長

2002年 ワールドカップリッカー欄演‖僣を咸助させよう :



第22回技連協ボウリング大会結果報告
2月 19日(火)新 杉田ボウルで、i7団体、20チ ーム 80名が参カロし、熱戦が展開されました。結果は次のとおりです。 :

0

団体の部 (1チ ーム 4名 の 2ゲ ーム)

優勝 神 奈川宝飾工芸組合 A
2位  神奈川県建設労働組合連合会横浜地区協議会
3位  神 奈川県洋服商工業協同組合
4位  横 浜市屋外広告美術協同組合 A
5位  横 浜繊維加工協同組合

6位  横 浜市板金組合連合会
7位  神 奈川県宝飾工芸組合 B
8位  神奈川県建設労働組合連合会横浜地区協議会
9位  技 連協青年部 A
10位 横 浜建具組合連合会 A
ll位 横 浜市社交飲食喫茶業連合会
12位 横 浜市屋外広告美術協同組合 B
13位 全 日本司厨士協会神奈川県本部
14位 横 浜市理容連合会
15位 市 民局勤労福祉課
16位 横 浜建具組合連合会 B
17位 技 連協青年部 B
18位 神 奈川県印章業組合連合会青年部
19位 全 日本建築士会神奈川県支部
20位 横 浜畳組合連合会

横浜市長賞

神奈川宝飾工芸組合 A

十郡`1雛 葬 岨‖禦i慣置撃野五覆馨l寝浜駐協議震据[ζ
1,363ピン 1 3位  高 野 周 三 横浜市屋外広告美術協同組合 A405ビ ン

1,360ピン 1 4位  田 中 義 治 神奈川宝飾工芸組合 A   385ピ ン

1,317ピン 1 5位  山 崎 雅 樹 神奈川宝飾工芸組合 A   377ビ ン

||::♀[`| :祥 墨蚤 春讐程雲讐]聖季蚕環呆業皐合会 ::::`
|「::[`|:杜扉昇勝肇纂野轟量儡 証品会A:::[`

個人の部 (2ゲ ーム)

1,176ピン| ハィグ_ム 賞
1,175ピン 1    高 野 周 三 横浜市屋外広告美術協同組合 A222ビ ン

朧 :1井

ピ
課 富雄 椰 囃 釧 釧 脚 捌 レ

謬多 盤 駅 圭董靱 酬 鍮 飢区騰盤■
1,077ビン| ラッキー賞

952ピン 1 30位  阿 部 竹 松 全日本司厨士協会神奈川県本部 313ピ ン

893ピン 1 40位  村 上 雄 二 神奈川宝飾工芸組合 B   285ピ ン

838ビン 1 50位  大 橋 和 正 神奈川県印章業組合連合会青年部 270ビン

60位 大 門  強 横浜市理容連合会      253ビ ン

70位 宍 倉  岳 横浜畳組合連合会      232ビ ン

80位 鄭   愛 京 横浜畳組合連合会      171ビ ン

⌒ :
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0

0

0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

^ 
: Hfttffo)##,u=ffir=#6A r-a

- l
個人優勝の伊藤伸明さん
(財団 会 沢常務理事と)

熱戦の会場風景

技
能
職
資
金
融
資

の
募
集

横
浜
市
で
は
、
技
能
職
の
振
興
や
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
無
利
息

。
無
担
保
の
融
資
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
融
資
に
は
、
業
務
用
機
械

・
器
具
の
購
入
資
金

と
し
て
融
資
す
る
設
備
資
金
と
、
業
務
用
原
材
料
の
購

入
資
金
と
し
て
融
資
す
る
振
興
資
金
が
あ
り
ま
す
。

◇
対

象

者

技
能
職
者
で
市
内
で

一
年
以
上
同

一
職
業
を
営
み
、

市
内
在
住

。
在
営
の
方
。
（た
だ
し
、
二
店
舗
以
上
経

営
又
は
経
営
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
、
従
業
員
が
十
人

以
上
い
る
経
営
者
の
方
は
除
き
ま
す
。
）

◇
融
資
額
等

黒
罐
跡岬中蜃
嘲
プ

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
５

（６
６
４
）
９
１
８
８

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（〓
ご
＼̈
＼
蒸
蒸
蒸
Ｌ
ぞ
・く
ｏ
Ｆ
ｏ
ｒ
”

ヨ
”
」
０
＼
日

の
＼
∽
巨
ヨ
ヨ
＼
江
口
ｕ
“
Ｆ
“
＼
Ｆ
”
∽
】一
“
Ｆ
①
・コ
一
ヨ
一
）

で
も
詳
し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
は
、
ご
来
庁
ま
た
は
９０
円
切
手
を
同

封
の
上
、
郵
送
で
ご
請
求
さ
れ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

返

　

　

済

用
　
　
途

受
付
期
間

融

資

額

資
　
　
金

６
か
月
据
置

５０
回
月
賦
返
還

業
務
用
機
械

・
器
具
（新
品
）

の
購
入

車
輌
（材
料
等
の
運
搬
用
）
、

エ
ア
コ
ンヽ
、内
装
施
工
を
含
む
。

５
月

７
月

９
月

＝
月

１
月

３
月

２０
万
円
～
‐５０
万
円

（対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

設

備

資

金

２
か
月
据
置

２０
回
月
賦
返
還

業
務
用
原
材
料

の
購
入

２０
万
円
～‐２０
万
円

振
興
資
金



職
人
技
を
披
露

第
八
回
　
第
九
回

職
人
か
ら
学
ぶ
講
座
開
催
さ
れ
る

職
人
の
す
ば
ら
し
い
技
能
の
存
在
を
市
民
の
方
々
に

伝
え
、
技
能
文
化
会
館
が
、
横
浜
の
技
能
文
化
の
発
信

の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
二
月

一
日
（金
）
「
バ
ン

作
り
を
学
ぶ
」
と
二
月
六
日
（水
）
「和
菓
子
作
り
を
学

ぶ
」
が
技
能
文
化
会
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。両
講
座
と
も
前
回
応
募
者
数
が
二
〇
〇
名
を
越
え
る

人
気
だ

っ
た
た
め
追
加
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
、
そ
の
た
め
か
講
師
団
体
と
な

つ
た
各
組
合
講
師

陣
も
前
回
以
上
に
気
合
が
入
り
、
家
庭
で
も
手
軽
に
作

れ
る
職
人
技
の
味
を
参
加
者
に
伝
授
し
ま
し
た
。

特
に

「和
菓
子
作
り
を
学
ぶ
」
の
講
座
で
は
、
横
浜

市
菓
子
協
議
会
の
会
員
が
、
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

第9回 「和菓子作りを学ぶ」
2月 6日 (水)

参
加
者
の
作
業
台
に
そ
れ
ぞ
れ
付
き
添

い
組
合
作
成
の

レ
シ
ピ
に
従
い
、
粉
の
練
り
方
や
あ
ん
の
包
み
方
等
を

指
導
し
、
予
定
時
間
内
で
伝
統
和
菓
子
三
点
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

前
回
同
様
、
参
加
者
の
大
半
が
、
和
菓
子
作
り
は
初

め
て
で
し
た
が
、
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
初
め
て
と

は
思
え
な
い
、
見
栄
え
の
良
い
和
菓
子
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
各
自
出
来
上
が

っ
た
和
菓
子
を
試
食
後
、
組

合
で
用
意
し
た
容
器
に
入
れ
、
自
宅

へ
の
お
土
産
と
し

て
、
満
足
げ
な
様
子
で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
も
講
座
終
了
後
に
参
加
者
の
方
か
ら
、

喜
び
の
お
礼
状
が
事
務
局
に
届
き
、
成
果
の
あ

っ
た
講

座
が
開
催
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
技
能
文
化
会
館
で
は
、
職
人
か
ら
学
ぶ
講
座

を
会
館
の
メ
イ
ン
講
座
と
し
て
、
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
技
連
協
各
組
合
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
企
画
等
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

横
浜
市
で
は
、
手
仕
事

。
手
作
業
を
主
体
と
し
、
習

得
に
熟
練
を
要
す
る
技
能
職
者
等
の
後
継
者
育
成
の
た

め
活
動
す
る

「横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
」
（技
能
職
者
）
と

「横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
」
（技
能
職
者
等
で
組
織
す

る
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
に
選
定
さ
れ
る
と
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー

の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
毎
年
度
五
十
万
円
を
上
限
と
し

て
五
年
度
間
、
活
動
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
に
選
定
さ
れ
る
と

単
年
度
で
二
十
万
円
を
上
限
と
し
て
、
活
動
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

現
在
二
十
七
人
の
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
が
、
日
々
の
後

継
者
育
成
、
地
域
や
市

・
区
行
事
で
の
技
能
披
露

。
講

演
会
、
学
校
等
で
の
技
能
指
導
に
活
躍
中
で
す
。

◇
申
込
み
　
四
月

一
日
（月
）
か
ら
五
月
十
日
（金
）
ま

で
に
所
定
の
用
紙
で
市
民
局
勤
労
福
祉
課
へ
。
申
込
用

紙
は
、
ご
来
庁
ま
た
は
郵
送
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
　
横
浜
市
市
民
局
勤
労
福
祉
課

〒
２３‐
１
００１７

横
浜
市
中
区
港
町

一
―
一

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

５

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

４

５

平
成
十
四
年
度

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
、

横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
の
募
集

４

０

９

８

９

１

８

８

6   6
6  7
4  1

2月 1日 (金)

第8回 「バン作りを学ぶ」



維

感

働
横
浜
市
勤
労
福
祉
財
団

常
務
理
事
　
△〓
沢
　
芳

一

脚

下

照

顧

「
い
い
年
し
て
い
つ
ま
で
も
独
身
で
は
い
か
ん
な
。
世

間
は
キ
ミ
を

一
人
前
と
し
て
み
て
く
れ
な
い
よ
」
法
事
の

席
で
親
戚
の
長
老
が
青
年
を
諭
し
て
い
ま
し
た
。

民
法
で
は

「男
は
満
十
八
歳
、
女
は
十
六
歳
に
な
ら
な

け
れ
ば
婚
姻
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も

何
歳
ま
で
に
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
的
な

定
め
は
な
い
の
で
す
。
結
婚
す
る
、
し
な
い
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
本
人
が
決
め
る
こ
と
で
、
憲
法
は

「婚
姻
は
両

性
の
合
意
の
み
に
基
い
て
成
立
し
」
と
う
た

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
横
浜
市
の
人
口
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
五
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
男

性
の
未
婚
率
は
七
十
四
％

（昭
和
五
十
五
年

・
六
十
％
）
、

女
性
は
五
十
六
％

（同

。
二
十
四
％
）
、
確
実
に
晩
婚
化

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

独
身
だ
と

一
人
前
と
み
な
さ
な
い

〃世
間
″
と
は

一
体

な
ん
だ
ろ
う
。
結
婚
し
て
い
る
人
々
が
ま
と
も
で
、
未
婚

の
人
々
は
変
わ

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
婚
し
て
い
て

・
星
　
平
之
丞
氏
　
逝
去

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
（水
）
、
技
連
協
理
事

（横
浜
シ
ャ
ツ
商
工
組
合
長
）
の

星
　
平
之
丞

氏
が

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
九
歳
で
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

・
勢
津
　
栄
興
氏

（神
奈
川
県
中
日
調
理
師
会
会
長
）

第
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
地
域
放
送
文
化
賞
受
賞

同
賞
は
、
年
間
を
通
じ
て
関
東
甲
信
越
地
域
の
文
化

・

生
活

・
産
業
の
発
展
に
功
績
を
あ
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送

活
動
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
八
人
三
団

体
が
選
ば
れ
二
月
二
十
五
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

Ｔ

も

「
こ
の
人
ほ
ん
と
に
大
文
夫
か
な
」
と
首
を
か
し
げ
た

く
な
る
人
も

い
ま
す
。

既
婚
か
未
婚
か
で
、
人
を
値
踏
み
し
て
し
ま
う
こ
と
は

お
か
し
い
こ
と
と
思

っ
て
は
い
て
も

「
い
つ
ま
で
も
独
身

で
い
る
の
は
ま
と
も
じ
ゃ
な
い
」
「
ど
こ
か
体
の
具
合
で

も
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
話
に
う
な
ず
い
て
い
る

自
分
が
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
私
た
ち
は
往
々
に
し
て
、
つ

も
り
ち
が
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
川
上
三
賓
会
長

か
ら
伺

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

川
上
流
で
言
う
な
ら

「も

つ
て
る
つ
も
り
で
、
も

っ
て

な
い
の
が

『思
い
や
り
』
。
も

っ
て
な
い
つ
も
り
で
、
も

っ

て
る
の
が

『思

い
上
が
り
Ｌ

「
し
て
る
つ
も
り
で
、
し
て

な
い
の
が

『努
力
』
。
し
て
な
い
つ
も
り
で
、
し
て
る
の

が

『差
別
Ｌ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

酔

っ
て
い
な
が
ら

「私
は
素
面
だ
」
と
言
い
張
る
人
が

い
る
よ
う
に
、
「私
は
ま
と
も
で
差
別
な
ん
か
す
る
よ
う

な
人
間
じ
ゃ
な
い
」
と
口
に
し
つ
つ
、
心
に
こ
だ
わ
り
を

抱
い
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

脚
下
照
顧
。

つ
も
り
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
、
心
が
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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